
え
る
。
こ
の
層
に
向
け
た
交
通
安
全
教
育
を
、
今

後
ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て
い
く
か
が
、
重
要
な

鍵
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
今
回
は
、
高
齢
歩
行
者

の
交
通
安
全
教
育
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
そ
の
あ

る
べ
き
方
向
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

９
月
17
日
、
高
知
県
高
知
市
で
、「
高
齢
者
交

通
安
全
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ2011

in
K
ochi

」
が

開
催
さ
れ
た
。
会
場
と
な
っ
た
高
知
県
警
察
本
部

に
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
募
集
し
た
高
齢
者
１
１

２
名
が
集
ま
り
、
最
高
齢
は
90
歳
と
、
幅
広
い
層

の
高
齢
者
が
一
堂
に
会
し
た
。

主
催
者
で
あ
る
高
知
県
警
察
本
部
で

は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
関
係
す
る
機
関
や
団
体
と
協
力
し
て
、

毎
年
秋
に
「
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
高
齢
者
１
万
人
訪
問
活
動
（
出
前
式

の
戸
別
訪
問
に
よ
る
交
通
安
全
教
育
）
も

展
開
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
高
齢
者
対
策

を
進
め
て
お
り
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
そ
う

し
た
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
で
３
回
目
と
な
る
。

開
式
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
加
藤
晃
久
・

高
知
県
警
察
本
部
長
が
、「
本
県
の
全
人

口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
は
、
全
体
の

約
３
割
で
す
が
、
交
通
事
故
死
者
数
で
は

約
６
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
皆
さ

ん
に
、
し
っ
か
り
見
て
、
聞
い
て
、
楽
し

く
交
通
安
全
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ

き
、
日
々
の
生
活
に
役
立
て
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、「
危
険
予
知
と
交
通
事
故
の

未
然
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転

普
及
本
部
鈴
鹿
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
座
学
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
座
学
は
、
ホ
ン
ダ
が
開
発
し
た
高
齢

者
向
け
の
交
通
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
あ※
１

や
と
り
ぃ
長
寿
編
」
と
、「
交※

２

通
安

全
ビ
デ
オ
講
座
」
の
歩
行
者
教
育
の
パ
ー

ト
を
使
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

「
あ
や
と
り
ぃ
　
長
寿
編
」
の
１
番
目

の
項
目
は
「
正
し
く
歩
く
」。
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
、「
５
〜
７
m
先
を
観
る
よ

交
通
統
計
な
ど
に
よ
れ
ば
、
平
成
22
年
の
交

通
事
故
死
者
数
４
８
６
３
人
の
う
ち
、
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）
は
２
４
５
０
人
と
、
全
体
の
約

50
％
を
占
め
て
い
る
。こ
れ
を
状
態
別
に
み
る
と
、

歩
行
中
が
１
２
２
８
人
（
50
・
１
％
）
と
最
も
多

く
、
全
体
の
半
数
と
な
っ
て
い
る
（
グ
ラ
フ
１
）。

さ
ら
に
、
こ
れ
は
平
成
21
年
に
比
べ
26
人
増
加
し

て
い
る
。
高
齢
者
の
歩
行
中
の
死
者
１
２
２
８
人

を
事
故
類
型
別
に
み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
「
道

路
横
断
中
」（
グ
ラ
フ
２
）
で
、
と
く
に
横
断
歩

道
以
外
の
場
所
を
横
断
中
に
、
事
故
に
遭
っ
た
ケ

ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
（
グ
ラ
フ
３
）。

こ
の
よ
う
に
、
今
後
さ
ら
に
交
通
事
故
死
者

数
を
低
減
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
高
齢
歩
行
者

の
事
故
防
止
対
策
が
重
要
に
な
る
こ
と
が
う
か
が
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～Safety for Everyone～
Hondaはすべての人の

交通安全を願い活動しています。

ホンダ　SJ 検索SJホームページは
Since 1971

Hondaの交通安全情報紙

特集：高齢歩行者への交通安全教育

高齢者に安全な行動選択を
してもらうために

※年間購読をご希望の方は、下記までお問合わせください。
㈱アストクリエイティブ 安全運転普及本部係
TEL 03（5439）1191   E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

「高齢者交通安全ふれあいフェスタ 2011 in Kochi」では、本田技研工業（株）
安全運転普及本部鈴鹿普及ブロックのインストラクターが「あやとりぃ長
寿編」と、「交通安全ビデオ講座」を使って指導

う
に
す
る
と
、
幅
広
く
前
方
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
歩
幅
は
や
や
狭
く
、
か
か
と
か
ら
着

地
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
歩
く
場
所
は
、
歩
道

や
路
側
帯
が
あ
れ
ば
そ
こ
を
、
歩
道
や
路
側
帯
が

な
い
場
合
は
、道
路
の
右
側
を
歩
い
て
く
だ
さ
い
」

と
説
明
し
、
参
加
者
に
再
確
認
し
て
も
ら
う
。

続
い
て
、「『
薄
暮
』
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で

す
か
？
　
こ
れ
は
日
の
入
り
の
前
後
１
時
間
を
指

し
、
交
通
事
故
が
起
き
や
す
い
魔
の
時
間
帯
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
」
と
紹
介
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
暗
く

な
っ
た
道
路
の
画
像
が
映
し
出
さ
れ
、
そ
の
中
に

青
、
赤
、
黄
、
緑
、
白
な
ど
９
つ
の
色
が
並
べ
ら

れ
た
。「
こ
の
中
で
、
目
立
つ
色
は
何
で
す
か
？
」

と
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
問
い
か
け
る
。
す
る

と
参
加
者
か
ら
は
、「
白
」「
黄
色
」
と
い
っ
た
声

平成22年の交通事故死者数の半数以上は高齢者（65歳以上）が占
めている。全人口に占める高齢者の割合が約23％であるのに対し、
事故死者数では約50％と高い水準である。さらにその半数は歩行中
に事故に遭っている。高齢者の死者数低減のためには、運転者教育
だけでなく、歩行者としての教育も重要になってくるが、具体的に
どのような教育を推進すべきなのか。最近の高齢者への意識調査結
果や、実際の高齢歩行者教育の事例をもとに、その方向性を探る。

高
齢
者
に「
気
づ
き
」を

与
え
る
教
育

●グラフ1 65歳以上・状態別死者数
（平成22年）

●グラフ2 65歳以上・歩行中・
通行状況別死者数（平成22年）

●グラフ3 65歳以上・横断中・
道路形状別死者数（平成22年）

歩行中

50.1
％

その他0.2％自動二輪乗車中1.8％

原付乗車中
7.1％

自転車乗用中
16.7％

自動車乗車中
23.9％

横断中

78.7％

その他 10.2％
路上停止中 2.0％

対面通行中
3.5％

背面通行中
5.6％

その他

60.5
％

横断歩道
27.6％

歩道橋付近
1.3％

歩道付近
10.5％

65歳以上死者数　2450人中 65歳以上歩行中死者数1228人中 65歳以上横断中死者数967人中

※1 あやとりぃ＝Hondaが鈴鹿市と協力して開発した交通安全教育プログラム。高齢の歩行者・自転車利用者対象の「あやとりぃ　長寿編」、4～5歳児対象の「あやとりぃ　ひよこ編」、小学3～4年生対象の「あやとりぃ」、
幼児～小学校高学年対象の「あやとりぃ　自転車教室」がある。あやとりぃは「あんぜんを　やさしく　ときあかし　りかいして　いただく」の略。「長寿編」以外については右記ホームページを参照。 http://www.honda.co.jp/safetyinfo/kyt/ayatorii/

出典：交通統計（平成22年版）および（財）交通事故総合分析センター資料



だ
「
高
齢
者
」
で
は
な
い
と
見
な
す
傾
向
が
読
み

取
れ
た
（
グ
ラ
フ
４
）。

横
断
歩
道
外
を
渡
る
理
由
に
関
す
る
質
問
で

は
、「
見
通
し
が
良
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
」
を
全
体

の
半
数
以
上
が
選
ん
だ
。こ
の
他
の
理
由
と
し
て
、

75
歳
未
満
が
75
歳
以
上
よ
り
多
く
み
ら
れ
た
の

は
、「
横
断
歩
道
が
近
く
に
な
い
か
ら
」。
逆
に
、

75
歳
以
上
に
顕
著
に
み
ら
れ
た
理
由
は
「
通
り
慣

れ
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
」「
危
な
い
思
い
を
し
た
こ

と
が
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
か
ら
」な
ど
で
あ
っ
た
。

高
齢
者
の
身
体
機
能
の
衰
え
に
関
す
る
自
覚

に
つ
い
て
は
、「
以
前
よ
り
も
歩
く
速
度
が
遅
く

な
っ
た
と
感
じ
る
」
と
い
う
質
問
に
「
は
い
」

「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
は
い
」
と
回
答
し
た
人

は
全
体
の
半
数
以
上
で
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
で

み
る
と
約
８
割
を
占
め
て
い
る
（
表
１
）。
身
体

機
能
の
変
化
に
対
す
る
自
覚
は
、
75
歳
未
満
に
比

べ
75
歳
以
上
に
顕
著
な
傾
向
が
出
た
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
衰
え
の
自
覚
を
持
つ
75

歳
以
上
の
高
齢
者
が
、「
歩
道
の
な
い
道
路
を
横

断
中
、
近
づ
い
て
く
る
車
両
に
気
づ
か
ず
、
驚
い

た
こ
と
が
あ
る
」「
最
近
、
道
路
を
横
断
中
、
ク

ル
マ
や
バ
イ
ク
に
気
づ
か
ず
、
び
っ
く
り
し
た
こ

と
が
あ
る
」
な
ど
、
多
く
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験

を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
（
表
２
）。
一

方
、
一
般
に
高
齢
者
は
、
自
己
正
当
化
意
識
が
強

く
、
交
通
事
故
の
原
因
は
運
転
者
に
あ
る
と
考
え

る
傾
向
が
強
い
と
、指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

今
回
の
調
査
で
は
、
そ
う
し
た
傾
向
は
読
み
取
れ

は
動
画
を
使
っ
て
、
同
じ
速
さ
で
歩
い
た
場
合
、

ま
っ
す
ぐ
な
横
断
と
斜
め
横
断
で
は
、
ど
ち
ら
が

渡
り
き
る
の
に
時
間
が
か
か
る
の
か
、
参
加
者
た

ち
に
確
認
し
て
も
ら
う
。
そ
の
上
で
、「
斜
め
横
断

の
ほ
う
が
、
道
路
上
に
い
る
時
間
が
長
く
な
る
た

め
、事
故
に
遭
い
や
す
く
な
り
ま
す
」と
解
説
し
た
。

「
あ
や
と
り
ぃ
　
長
寿
編
」
は
、
こ
の
よ
う
に

安
全
な
歩
行
の
た
め
の
重
点
指
導
項
目
と
し
て
、

「
止
ま
る
」「
観
る
」
な
ど
の
基
本
動
作
に
焦
点
を

あ
て
、
そ
の
大
切
さ
を
集
中
的
に
学
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
歩
行
者
の
教

育
で
は
、
安
全
確
認
の
重
要
性
に
気
づ
い
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
時
間
で
行
う

こ
と
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
ポ
イ
ン

ト
を
絞
っ
た
教
育
が
有
効
だ
と
言
え
そ
う
だ
。

次
に
行
わ
れ
た
の
は
「
交
通
安
全
ビ
デ
オ
講

座
」。
こ
の
ビ
デ
オ
講
座
は
、
ホ
ン
ダ
が
今
年
３

月
に
作
成
し
た
高
齢
の
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者

向
け
の
新
教
材
で
、
参
加
者
に
交
通
場
面
を
映
し

た
ビ
デ
オ
を
見
て
も
ら
い
、
そ
の
中
に
登
場
す
る

歩
行
者
や
自
転
車
、
ク
ル
マ
の
動
き
を
観
察
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
日
頃
の
自
分
の
歩
き
方
や
自
転

車
の
乗
り
方
を
振
り
返
り
、
正
し
い
交
通
行
動
に

つ
な
げ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い

る
。今

回
の
講
習
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー

マ
は
、「
歩
行
者
・

自
転
車
専
用
信
号
機

の
あ
る
交
差
点
を
渡

る
時
」。
ス
ク
リ
ー

ン
に
題
材
と
な
る
交

差
点
（
写
真
参
照
）

像
を
使
っ
た
説
明
で
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ

た
」
と
感
想
を
語
っ
て
い
た
。

高
知
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課
企
画
担
当
課

長
補
佐
の
節
田
威
洋
さ
ん
は
、「『
あ
や
と
り
ぃ

長
寿
編
』『
交
通
安
全
ビ
デ
オ
講
座
』
と
も
に
、

う
ま
く
高
齢
者
の
関
心
を
誘
っ
て
、
交
通
安
全
に

つ
い
て
学
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
お

り
、
と
て
も
使
い
勝
手
の
よ
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
こ
う
し
た
教
材
を
使
っ

て
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
教
育
を
活
性
化
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

神
奈
川
県
警
察
本
部
で
は
昨
年
、
歩
行
者
意

識
に
関
す
る
本
格
的
な
意
識
調
査
を
行
っ
た
。
こ

れ
は
、
主
に
高
齢
歩
行
者
の
意
識
・
行
動
を
客
観

的
に
把
握
し
、
今
後
の
交
通
安
全
対
策
に
役
立
て

る
た
め
の
も
の

で
、
こ
の
調
査

を
担
当
し
た
神

奈
川
県
警
察
本

部
交
通
部
交
通

総
務
課
運
転
適

性
検
査
担
当
心
理
判
定
員
（
心
理
職
）の
菅
野
裕

さ
ん
は
、そ
の
目
的
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
こ
の
調
査
の
背
景
に
は
、
近
年
の
高
齢
歩
行

者
事
故
の
増
加
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
高
齢
歩
行

者
へ
の
事
故
防
止
対
策
を
強
化
し
て
い
く
上
で
、

ま
ず
高
齢
歩
行
者
の
行
動
・
判
断
の
基
盤
と
な
る

歩
行
者
意
識
の
基
礎
資
料
を
、
き
ち
ん
と
蓄
積
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

私
個
人
の
問
題
意
識
と
し
て
は
、
高
齢
者
は
、
自

分
の
身
体
機
能
の
衰
え
に
つ
い
て
、
実
際
ど
れ
ぐ

ら
い
自
覚
し
て
い
る
の
か
。
仮
に
衰
え
が
自
覚
さ

れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
事
故
が
起
こ
る
別
の
要
因

は
何
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
か
っ

た
わ
け
で
す
」。

こ
の
調
査
は
、
こ
の
よ
う
に
交
通
心
理
学
の

観
点
か
ら
、
高
齢
者
の
歩
行
者
意
識
を
分
析
し
た

も
の
で
、
昨
年
３
〜
９
月
に
神
奈
川
県
内
で
約
１

０
０
０
人
か
ら
サ
ン
プ
ル
収
集
が
行
わ
れ
、
今
年

７
月
に
分
析
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
を

み
る
と
、「
高
齢
者
」
と
意
識
す
る
年
齢
に
つ
い

て
は
、
自
分
を
高
齢
者
と
考
え
る
年
齢
を
、
自
分

の
実
年
齢
よ
り
高
く
考
え
て
い
る
人
が
多
く
、
と

く
に
65
〜
74
歳
で
は
、
約
半
数
の
人
が
自
分
は
ま

を
映
し
出
し
、「
こ
の
交
差
点
を
危
険
だ
と
思
う

か
」「
こ
の
よ
う
な
交
差
点
を
渡
る
時
に
、
ク
ル

マ
の
動
き
に
注
意
し
て
い
る
か
」
な
ど
、
参
加
者

は
ま
ず
、
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
日
頃
の
自
分
の
交

通
行
動
に
つ
い
て
、
０
〜
１
０
０
点
で
自
己
評
価

を
行
う
。
そ
の
後
、
同
じ
交
差
点
を
往
来
す
る
、

歩
行
者
や
ク
ル
マ
の
様
子
を
録
画
し
た
ビ
デ
オ
を

見
せ
て
、
観
察
し
て
も
ら
う
。
観
察
す
る
ポ
イ
ン

ト
は
、「
歩
行
者
が
ク
ル
マ
の
動
き
に
注
意
し
な

が
ら
渡
っ
て
い
る
か
」「
ク
ル
マ
の
動
き
に
危
険

は
な
い
か
」
な
ど
。
参
加
者
自
身
に
そ
れ
を
考
え

て
も
ら
っ
た
上
で
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
感
想

を
求
め
る
と
、「
ク
ル
マ
の
運
転
に
も
問
題
が
あ

る
が
、
ク
ル
マ
を
見
て
い
な
い
歩
行
者
の
ほ
う
に

も
、
問
題
が
あ
る
と
感
じ
た
」
と
い
う
声
が
上
が

っ
た
。

そ
し
て
参
加
者
に
は
、
そ
の
後
も
う
一
度
、

自
分
の
日
頃
の
交
通
行
動
に
つ
い
て
、
自
己
評
価

を
し
直
し
て
も
ら
う
。
最
後
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
が
、「
最
初
の
自
己
評
価
よ
り
点
数
が
下
が
っ

た
方
は
、
自
分
の
問
題
点
に
気
づ
か
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
気
づ
い
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
実
行
し

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
他
者
の
行
動
観
察
を
通
じ
て
、
自

分
の
行
動
を
よ
り
客
観
的
に
見
つ
め
直
し
て
も
ら

う
こ
と
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
大
の
ね
ら
い

で
あ
る
。

こ
の
日
の
参
加
者
の
一
人
、
横
井
孝
司
さ
ん

（
73
歳
）
は
、「
道
路
や
交
差
点
を
渡
る
時
の
安
全

確
認
の
重
要
性
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」、
善
家

久
花
さ
ん
（
85
歳
）
は
、「
言
葉
だ
け
で
な
く
映

が
あ
が
る
。
そ
こ
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、

「
そ
の
通
り
で
す
。
昼
間
は
目
立
つ
『
赤
』
も
、

夜
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
た
な
い
で
す
ね
。
で
す
か
ら

夜
間
の
外
出
時
は
、
白
や
黄
色
の
服
を
着
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
目
立
た
な
い
色
の
服
し
か
お
持

ち
で
な
い
と
い
う
方
は
、
衣
服
に
反
射
材
を
付
け

て
く
だ
さ
い
」
と
、
参
加
者
に
夜
間
事
故
防
止

「
ス
テ
ッ
カ
ー
」（
反
射
材
）
を
配
付
し
た
。

２
番
目
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
項
目
は
「
止
ま

る
」。
ス
ク
リ
ー
ン
上
で
イ
ラ
ス
ト
を
動
か
し
な

が
ら
、
何
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
参
加
者
に
問

い
か
け
る
。
イ
ラ
ス
ト
を
動
か
す
ス
ピ
ー
ド
が
速

け
れ
ば
何
か
わ
か
ら
な
い
が
、
イ
ラ
ス
ト
の
動
き

を
止
め
れ
ば
、
誰
で
も
正
確
に
判
別
で
き
る
こ
と

を
確
認
し
て
も
ら
う
。
そ
の
上
で
、「
こ
の
よ
う

に
自
分
が
動
き
な
が
ら
観
る
よ
り
も
、
止
ま
っ
て

観
る
ほ
う
が
、
何
で
も
よ
く
観
え
ま
す
。
ま
た
立

ち
止
ま
る
こ
と
で
、
呼
吸
が
安
定
し
て
気
持
ち
が

安
ら
ぎ
、
周
囲
の
景
色
や
音
を
、
よ
く
確
か
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
」
と
、「
止
ま
る
」
と
い
う
こ

と
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

３
番
目
の
項
目
は
「
よ
く
観
る
、
聞
く
」。
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
参
加
者
に
対
し
、
横
断
す
る
前

に
「
右
よ
し
」「
左
よ
し
」「
も
う
一
度
、
右
よ
し
」

と
声
に
出
し
て
指
差
し
呼
称
し
て
み
る
と
、
よ
り

安
全
で
あ
る
と
説
明
。
恥
し
い
と
感
じ
る
人
は
、

心
の
中
で
つ
ぶ
や
く
だ
け
で
も
、
効
果
が
あ
る
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

４
番
目
の
項
目
は
「
ま
っ
す
ぐ
渡
る
」。
こ
こ
で
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ビデオで歩行者やクルマを観察した印象をインストラクターが参加者に聞いていく

他
者
の
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察
を
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じ
て
、

自
分
の
行
動
を
振
り
返
る

一
律
で
は
な
い

高
齢
歩
行
者
の
意
識

112名の高齢者がイラストなどを使ったイ
ンストラクターの説明に熱心に耳を傾けた

注1 年齢差＝高齢者と認識する年齢ー実際の年齢
注2 左図内破線部は、高齢者とする年齢を回答者の年齢より高く考えている範囲を表す

運
転
免
許
取
得
経
験
者
へ
も

歩
行
者
と
し
て
の
教
育
を

●グラフ4 高齢者と意識する年齢と実年齢との差

※2 「交通安全ビデオ講座」＝Hondaが開発した歩行者・自転車向け交通安全教育プログラム。歩行者や自転車利用者、クルマの動きを受講者がビデオで観察して、感想や意見を交換し、日頃の自分の行動を振り返る。
その中で、自分の力で自分の良いところ、自分の問題点を見つけ出す（気づき）。良い点はさらに意識づけし、問題点に対しては自分の力で正しい答えを見つけ出す（解決）ことをめざしている。
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グ
の
一
部
は
運
転
免
許
の
な
い
高
齢
者
に
も
対
応

し
て
お
り
、
高
齢
の
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
向

け
の
教
育
ツ
ー
ル
と
し
て
も
、
使
い
勝
手
の
よ
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ホ
ン
ダ
で
は
「
シ
ル
バ
ー
楽
集

が
く
し
ゅ
う

大
学
」

と
い
う
高
齢
者
（
歩
行
者
・
自
転
車
・
運
転
者
）

向
け
の
教
材
も
開
発
し
、
地
域
の
交
通
安
全
指
導

者
へ
の
普
及
を
進
め
て
い
る
。
高
齢
歩
行
者
に
つ

い
て
は
「
横
断
歩
道
上
で
の
右
折
車
両
と
の
衝
突

事
故
」「
横
断
歩
道
以
外
の
横
断
や
斜
め
横
断
に

よ
る
事
故
」「
薄
暮
〜
夜
間
の
事
故
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
原
因
を
解
説
し
、
事
故
を
防
止
す
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紙
芝
居
形
式
で
わ
か
り
や
す
く

紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ホ
ン
ダ
は
高

齢
者
が
安
全
・
快
適
に
参
加
で

き
る
交
通
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
、
交
通
安
全
教
育
の
現
場
で

役
立
つ
様
々
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
を
続
け
て
い
る
。
そ

し
て
、
ホ
ン
ダ
自
ら
が
教
育
機

会
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
指
導
者
の
方
々
に
幅
広

く
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
普

及
を
進
め
て
い
る
。

認
識
し
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
鈴
鹿
普
及
ブ
ロ
ッ
ク

以
外
に
も
栃
木
、
埼
玉
、
浜
松
、
熊
本
に
あ
る
地

区
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
（
下
記
参
照
）
を
通
じ
て
、
高

齢
歩
行
者
向
け
の
教
育
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い

る
。９

月
12
日
に
は
、
徳
島
県
警
察
本
部
で
浜
松

普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
１
４
０

名
の
地
域
指
導
員
を
対
象
に
「
い
き
い
き
運
転
講

座
」
を
実
施
し
た
。「
い
き
い
き
運
転
講
座
」
と

は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
工
業
会
が
開

発
し
た
交
通
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
４
つ
の

「
交
通
安
全
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
、「
交
通
脳
ト
レ
」

と
呼
ば
れ
る
教
育
を
組
み

合
わ
せ
、
効
果
的
に
安
全

運
転
能
力
、
安
全
意
識
と

脳
機
能
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
教
材
の
主
な
対

象
は
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

で
あ
る
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン

ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
普
及
を
図
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
高
齢
歩
行
者
の
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て
は
、
近
年
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
が

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
警
察
や
自
治
体
、
関

係
団
体
、
企
業
な
ど
に
よ
る
交
通
安
全
教
育
が
展

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ホ
ン
ダ
で
も
、

高
齢
歩
行
者
の
交
通
安
全
教
育
の
重
要
さ
を
強
く

「
ま
ず
言
え
る
こ
と
は
、
高
齢
者
を
十
羽
一
絡

げ
に
考
え
ず
、
75
歳
未
満
と
75
歳
以
上
、
免
許
取

得
経
験
者
と
取
得
経
験
の
な
い
人
な
ど
、
異
な
る

意
識
や
行
動
パ
タ
ー
ン
を
持
つ
高
齢
者
に
対
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
傾
向
に
即
し
た
き
め
細
か
な
ア
プ
ロ

ー
チ
が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
中

で
は
、
運
転
免
許
取
得
者
に
対
し
て
も
、
安
全
な

高
齢
歩
行
者
と
な
る
た
め
の
事
前
の
教
育
が
今

後
、
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
免
許
取
得

経
験
の
あ
る
高
齢
者
の
割
合
は
、
こ
れ
か
ら
確
実

に
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
高
齢
者
と
な
る
前
段
階

の
適
当
な
時
期
に
、
各
種
運
転
者
の
教
育
場
面
の

中
で
、
自
分
が
高
齢
歩
行
者
と
な
っ
た
時
に
適
切

な
行
動
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
教
育
を
取
り

入
れ
る
こ
と
も
１
つ
の
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
変
化
す
る
社
会
環

境
に
即
し
た
交
通
安
全
対
策
を
検
討
す
る
た
め

に
、
私
た
ち
は
今
後
も
継
続
的
に
調
査
研
究
を
進

め
、
基
礎
資
料
と
し
て
社
会
に
還
元
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

神
奈
川
県
警
察
本
部
で
は
、
今
回
の
調
査
結

果
を
県
民
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
た
め
に
、
調

査
結
果
の
簡
単
な
解
説
と
と
も
に
、「
安
全
横
断

五
つ
の
品
格
」
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
、
発

信
し
て
い
る
（
右
下
参
照
）。
ま
た
、
安
全
な
道

路
横
断
方
法
を
、
高
齢
者
に
楽
し
く
学
ん
で
も
ら

う
た
め
に
、「
交
通
安
全
」（T

raffic
Safety

）
と

「
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
」（A

erobic

）
を
組
み
合
わ
せ
た

「
ト
ラ
ビ
ッ
ク
」（T

R
A
B
IC

）
と
い
う
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
案
。
こ
の
中
に
は
、
安

全
な
道
路
横
断
に
必
要
な
動
作
が
組
み
込
ま
れ
、

健
康
増
進
や
転
倒
予
防
に
も
配
慮
さ
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
で
の
交
通
安
全
イ
ベ

な
か
っ
た
と
い
う
。

「
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
実
際
の
交
通
行
動
で

は
、
横
断
歩
道
を
渡
ら
ず
に
、
道
路
を
横
断
し
て

し
ま
う
高
齢
者
が
多
い
。
つ
ま
り
、
高
齢
歩
行
者

は
自
分
の
体
力
の
衰
え
を
よ
く
自
覚
し
て
い
る
の

に
、
つ
い
危
険
な
行
動
を
と
り
が
ち
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
意
識
と
行
動
に
ズ
レ

が
生
じ
て
い
る
点
が
問
題
で
す
。
交
通
場
面
に
お

け
る
具
体
的
で
安
全
な
歩
行
行
動
の
選
択
方
法
を

実
践
的
に
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
の
教
育
が
重

要
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
」。

調
査
の
中
で
は
、「
歩
行
中
に
、
運
転
者
か
ら

ど
の
程
度
、気
を
つ
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
か
」

の
質
問
が
あ
り
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
「
常
に

感
じ
る
」「
た
ま
に
感
じ
る
」
を
選
択
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
た
そ
う
だ
。
権
利
意
識
や
交
通
ル
ー
ル

の
無
視
と
い
う
よ
り
は
、「
運
転
者
に
対
す
る
過

度
の
期
待
感
」
と
い
う
こ
と
が
、
わ
か
っ
て
い
な

が
ら
も
危
険
な
行
動
を
選
択
し
て
し
ま
う
要
因
の

１
つ
で
は
な
い
か
と
、
菅
野
さ
ん
は
考
察
す
る
。

運
転
免
許
取
得
経
験
の
あ
る
人
と
、
な
い
人

で
は
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
。「
免
許

取
得
経
験
の
有
無
」
と
「
横
断
歩
道
以
外
の
横
断

理
由
」
に
つ
い
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
75
歳
未
満

の
免
許
取
得
者
に
は
、
自
分
の
判
断
で
横
断
歩
道

以
外
を
安
全
に
渡
る
な
ど
、
要
領
の
よ
い
行
動
を

選
択
す
る
傾
向
が
読
み
取
れ
た
。こ
れ
は
つ
ま
り
、

免
許
取
得
者
は
、
運
転
経
験
を
通
じ
て
交
通
に
関

す
る
多
角
的
な
視
点
を
養
っ
て
お
り
、
経
験
豊
富

な
反
面
、
遵
法
精
神
に
欠
け
る
面
が
あ
り
、
自
己

判
断
に
頼
っ
て
要
領
よ
く
行
動
す
る
傾
向
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
よ
う
な
調
査
分
析
結
果
を

踏
ま
え
て
、
菅
野
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
る
。
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特集：高齢歩行者への交通安全教育

8月25、26日に開催された「熊本県交通安全

教育講習員・宮崎県交通安全指導員情報交換会」

（詳細は5面参照）でも、高齢歩行者への指導方

法の発表があった。

熊本県菊池地区交通安全教育講習員の光本

眞弓さんと村上ふさよさんは高齢者と警察官に

扮して寸劇を披露。歩行者が右側通行する意

味（クルマと対面することでお互いの存在を認識

しやすくなる）、道路横断時の注意点（渡る前に止

まって左右の安全を確認すること、道路の中央

付近に来たら左

側からクルマが

来ていないか再

度確認するこ

と）を伝える。

さらに40km/h

で走行するクル

マは1秒間に11ｍ進むことを話すだけでなく、

11ｍがどのくらいの長さかロープを使って参加

者に示す。そして、クルマがまだ遠くだと感じ

ても速度によっては自分の予想以上に早く近づ

いてくるので注意が必要だと訴えた。

宮崎県串間地区交通安全指導員の片桐弘恵さ

んと谷山美貴さんも寸劇を通して、斜め横断の

危険性を伝えた。ひもを使って、道路をまっす

ぐ横断した場合と斜めに横断した場合の歩いた

距離を比較。斜め横断は車道上にいる時間が長

くなるので、事故に遭うリスクが高まることを

説明した。

「シルバー楽集大学」は紙芝居形式になって
いるので、プロジェクターやパソコンがな
くても指導ができる

徳島県警察本部での浜松普及ブロッ
クによる「いきいき運転講座」の様子

高
齢
者
が
安
全
・
快
適
に

参
加
で
き
る
交
通
社
会
へ

高齢歩行者への
指導方法

熊本県交通安全教育講習員・宮崎県交通安全指導員
情報交換会より

●表1 以前よりも歩く速度が遅くなったと感じることがある

●表2 高齢者の歩行者意識

年齢

75歳未満
（構成率）

75歳以上
（構成率）

合計
（構成率）

はい、
どちらかと言えばはい

288人（38.6）

250人（82.0）

538人（51.1）

いいえ、
どちらかと言えばいいえ

459人（61.4）

055人（18.0）

514人（48.9）

比較年代
（75歳以上：75歳未満）

75歳以上＞75歳未満

75歳以上＜75歳未満

歩行者意識に関する調査項目で分析上
有意差がみられたもの

歩行中、運転者からどの程度気をつかってもらってい
ると感じていますか

高齢の歩行者は歩行中、周囲のクルマの動きにもっと
注意を払ったほうがよい

ルールを守らない歩行者は事故に遭っても仕方がない

歩行者の横断速度もクルマの交通渋滞を発生させてい
る要因の1つだと思う

歩行中、ルールを守らないクルマには腹が立つ

歩道のない道路を横断中、近づいてくる車両に気づか
ず、驚いたことがある

最近、道路を横断した時にクルマやバイクにびっくり
したことがある

歩いている時は周りの車両の動きに注意している

道路横断はタイミングが重要だ

道路上では歩行者が優先である

場合によっては横断歩道以外を渡ることもある

＜問合せ先＞

栃木普及ブロック（栃木県真岡市）TEL：0285-84-7114

埼玉普及ブロック（埼玉県狭山市）TEL：04-2955-5323

浜松普及ブロック（静岡県浜松市）TEL：053-439-2316

鈴鹿普及ブロック（三重県鈴鹿市）TEL：059-370-1553

熊本普及ブロック（熊本県大津町）TEL：096-293-3206

今回紹介した「あやとりぃ　長寿編」「交通安

全ビデオ講座」「いきいき運転講座」「シルバー楽

集大学」などの高齢者向けの教育プログラムの詳

細を知りたい、活用したいという自治体、警察、

団体の方は最寄りの地区普及ブロックにお問い合

わせください。



秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
９
月
23

日
、
富
山
自
動
車
学
校
（
富
山
県
富
山
市
）
で

「
セ
ー
フ
テ
ィ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
富
山

（
以
下
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
富
山
自
動
車
学
校
と
富
山
県
ホ
ン
ダ

会
（
富
山
県
内
に
あ
る
ホ
ン
ダ
の
四
輪
販
売
会

社
で
構
成
す
る
組
織
）、
お
よ
び
本
田
技
研
工
業

（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
の
共
催
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
で
、
富
山
県
警
察
本
部
と
日
本
自
動
車
連

盟
富
山
支
部
が
後
援
し
て
い
る
。

当
日
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
６
０
０

名
が
来
場
し
、
交
通
安
全
に
関
連
し
た
数
々
の

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
、理
解
を
深
め
て
も
ら
っ
た
。

富
山
県
ホ
ン
ダ
会
で
総
務
委
員
長
を
務
め
る

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
高
岡
中
央
取
締
役
営
業
本
部
長

の
秋
知
秀
治
さ
ん
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
企
画

し
た
背
景
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
富
山
県
ホ
ン
ダ
会
と
し
て
今
年
度
、
社
会

貢
献
活
動
を
進
め
る
に
あ
た
り
、『
交
通
安
全
』

を
テ
ー
マ
に

掲
げ
て
い
ま

し
た
。
私
た

ち
四
輪
販
売

会
社
の
店
頭

で
は
、
日
頃

4

富
山
自
動
車

学
校
の
平
井
信

一
校
長
は
、

「
私
た
ち
自
動

車
教
習
所
は
地

域
の
交
通
安
全

教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
富
山
県
ホ
ン
ダ
会
の
活
動
に
協
力
す

る
こ
と
は
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
、
協
力
し
ま
し
た
」
と
話
す
。

富
山
自
動
車
学
校
で
も
年
に
１
回
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
る
が
、
そ
の
主
な
対
象
は
卒
業

生
で
あ
っ
た
。「
ス
キ
ッ
ド
コ
ー
ス
（
す
べ
り
や

す
い
悪
条
件
の
路
面
を
再
現
し
た
コ
ー
ス
）
な

ど
の
施
設
を
、
地
域
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
す
。

ま
た
、
富
山
県
ホ
ン
ダ
会
と
連
携
し
た
こ
と
で
、

来
場
者
に
豊
富
な
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
四
輪
販
売
会

社
の
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
皆
さ

ん
と
、
私
た
ち
教
習
指
導
員
が
一
緒
に
取
り
組

か
ら
各
拠
点
で
セ※

ー
フ
テ
ィ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
通
じ
て
安
全
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

県
全
体
と
し
て
の
取
組
み
を
考
え

た
時
、
お
客
様
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
交
通
安
全
の
イ
ベ
ン
ト
が

最
適
だ
と
考
え
た
わ
け
で
す
。
富

山
自
動
車
学
校
に
も
協
力
を
お
願

い
し
、
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
富

山
自
動
車
学
校
、
ホ
ン
ダ
、
私
た

ち
の
三
者
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、
作
り
上
げ
ま
し
た
」。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、

富
山
県
ホ
ン
ダ
会
に
所
属
す
る
８

法
人
29
拠
点
か
ら
44
名
の
セ
ー
フ

テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
運
営

に
関
わ
っ
た
と
い
う
。

「
今
回
は
、
富
山
県
警
察
本
部
や

日
本
自
動
車
連
盟
富
山
支
部
に
も

支
援
を
い
た
だ
き
、
ま
さ
に
地
域

ぐ
る
み
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
多
く
の
方
々
に
、
ホ
ン
ダ
の
交

通
安
全
へ
の
取
組
み
に
共
感
し
て
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
」。
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教育
最前線

四輪販売会社と自動車教習所が連携
地域の方々に交通安全への理解を深めてもらう

ん
だ
こ
と
は
、
お
互
い
の
指
導
力
の
向
上
に
も

つ
な
が
る
は
ず
で
す
」
と
、
平
井
校
長
は
富
山

県
ホ
ン
ダ
会
と
の
連
携
を
評
価
す
る
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
幅
広
い
層
の

方
々
に
楽
し
み
な
が
ら
交
通
安
全
を
学
べ
る
よ

う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
（
左
記
参
照
）。

小
学
２
年
生
の
お
子
さ
ん
と
参
加
し
た
清
水

薫
さ
ん
は
、「
富
山
で
は
雪
道
を
運
転
す
る
機
会

が
多
い
の
で
、
ス
キ
ッ
ド
コ
ー
ス
で
の
体
験
が
今

後
の
安
全
運
転
に
活
か
せ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
子

ど
も
が
体
験
し
た
自※

転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
も

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
止
ま
っ
て
安
全
確
認
す

る
習
慣
を
、
子
ど
も
が
身
に
つ
け
る
の
に
は
最

適
だ
と
思
い
ま
す
」
と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は

多
く
の
来
場
者
が
体
験
を
通
じ
て
、
交
通
安
全

へ
の
理
解
を
深
め
る
有
意
義
な
１
日
と
な
っ
た

よ
う
だ
。

ホ
ン
ダ
で
は
今
回
の
経
験
を
活
か
し
、
四
輪

販
売
会
社
と
自
動
車
教
習
所
が
連
携
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
考
え
だ
。
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家
族
で
楽
し
み
な
が
ら

体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
内
容

ポ
イ
ン
ト
○3

ポ
イ
ン
ト
○2

「セーフティ・フェスティバル in 富山」の内容

運転席からは見えない範囲を
確認してもらう死角体験

シートベルトコンビンサーで5km/hか
らの模擬衝突を体験

富山県警の白バイ隊員によるデモンスト
レーション

Honda自転車シミュレーター安全教室では、
子どもに自転車の安全な乗り方を指導

※Hondaセーフティナビ・Honda自転車シミュレー
ターの詳細については、以下のホームページを参照。
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/development/

Hondaセーフティナビを使って、来場者
が燃費を競うエコドライブコンテスト

酒酔いゴーグルを使った
飲酒疑似体験

●セーフティ・フェスティバル in 富山

県
内
の
四
輪
販
売
会
社
が

一
丸
と
な
っ
た
社
会
貢
献
活
動

ポ
イ
ン
ト
○1

富山自動車学校の
平井信一校長

教習所では全国有数のスキッドコースを使って、ABS（アンチロック・ブレーキ・システム）の効果を体験

Honda Cars高岡中央
取締役営業本部長の
秋知秀治さん

NEWS REVIEW

「グッドライダーミーティング」は各都道府
県の二輪車安全普及協会（以下、二普協）が主
催する講習会で、安全な二輪車の利用を促進す
るために、全ての二輪車運転者の安全運転技能
の向上や交通法規・マナーの遵守等を目的とし
ている。
熊本県二普協では9月18日、大洋第二自動車
学校（熊本県玉名市）で、日頃からバイクを運
転している高齢ライダー21名（65～83歳）を対
象にしたグッドライダーミーティングが行われた。

開講式では、熊本県二普協の鳥井史朗会長、
熊本県警察本部交通企画課交通事故防止総合対
策室の原田聖哉室長補佐をはじめ、関係者が挨
拶。
続いて、本田技研工業（株）安全運転普及本
部熊本普及ブロックのインストラクターによる
座学。熊本県内における高齢者の二輪事故の特
徴として、交差点での出会い頭事故が多いこと、
違反別では一時不停止が多いことなどを挙げ
た。そして、Hondaライディングトレーナー※

による危険予測トレーニングが行われた。

この後、屋外
のコースで（財）
全日本交通安全
協会二輪車安全
運転推進委員会
特別指導員が、
信号交差点での

毎年、三重県鈴鹿サーキットで開催されている「鈴鹿8時間耐久ロ
ードレース」の前夜祭イベントとして、鈴鹿商工会議所青年部では
「バイクであいたいパレード」を実施している。これは全国各地から集
まった約500台のバイクが鈴鹿市内7.5kmを走行する日本最大級の交
通安全パレードで、モータースポーツ都市「鈴鹿」の魅力を発信し、
「交通安全」「マナーアップ」
の啓発運動を推進すること
を目的としている。
13回目となる今年は7月
30日に行われ、本田技研工
業（株）鈴鹿製作所インス
トラクターの5名がパレー
ドの先導を務めた。

●熊本県二輪車安全普及協会グッドライダーミーティング

高齢のライダーを対象にした安全運転講習会
●バイクであいたいパレード

鈴鹿から「交通安全」「マナーアップ」
の発信

右折や、見通し
の悪い交差点で
の一時停止と安
全確認の模範を
参加者に見せ
た。あいにく、
当日は台風15
号接近の影響で実技指導は中止となった。
熊本県警察本部の原田室長補佐は「二輪車の
場合は、事故を起こしたら身体へのダメージが
大きいので、こうした高齢者への安全運転教育
の機会は重要です」という。二輪車安全運転推
進委員会特別指導員の島田隆任さんは「実技が
中止になって残念でしたが、参加者の皆さんに
止まって確認するなど、基本的なことを理解し
てもらえるように心がけました」と語った。

※Hondaライディングトレーナー＝ライダーの危険予測能力
を高めることを目的に、Hondaが開発した二輪車安全運転
教育機器。運転診断機能によるアドバイスなど、効果的な
安全教育を行うことができる。

鈴鹿製作所インストラクター。写真左から、清水仁
さん、並河知宏さん、森中豊蔵さん、大野君弘さん、
前田芳人さん

地
域
の
交
通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

※
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
お
客
様
に
店
頭
な
ど
で
安
全
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
ホ
ン
ダ
の
社
内
資
格
を
取
得
し
た
ス
タ
ッ
フ



さ
ん
の
指
導
の
実
演
を
拝
見
し
て
、『
一
人
で

も
多
く
の
命
を
守
り
た
い
』
と
い
う
信
念
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
皆

さ
ん
が
交
流
で
き
る
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
た
い
」
と
挨
拶
し
、
情
報
交
換
会
は
終

了
し
た
。

悪
条
件
の
路
面
を
再
現
し
た
ス
キ
ッ

ド
コ
ー
ス
で
の
走
行
。
受
講
者
は
、

前
輪
駆
動
と
後
輪
駆
動
の
ク
ル
マ

で
、
す
べ
り
や
す
い
路
面
で
の
カ
ー

ブ
を
走
行
し
、
駆
動
輪
の
違
い
に
よ

る
挙
動
の
特
性
を
体
験
し
た
。

こ
の
他
、
40
㎞
／
h
と
60
㎞
／
h

か
ら
目
標
位
置
に
フ
ル
ブ
レ
ー
キ
ン

グ
で
停
止
す
る
と
い
う
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
も
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
Ｆ
１
で
も
使
用
さ
れ
る

国
際
レ
ー
シ
ン
グ
コ
ー
ス
を
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
先
導
で
体
験
走
行

し
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
午
後
７
時
半
に

終
了
し
た
。

山
本
さ
ん
は
「
ク
ル
マ
の
限
界
や

運
転
技
術
な
ど
を
、
プ
ロ
の
指
導
に

よ
り
体
験
を
通
じ
て
実
践
的
に
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
た
い

へ
ん
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
、こ
う
し
た
若
年
層
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
教
育
を
実
施
し
て
い
き
た
い
」

と
講
習
の
感
想
を
語
っ
た
。

相
互
確
認
や
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
さ
ら
な

る
交
通
安
全
指
導
レ
ベ
ル
向
上
に
協
力
す
る

こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。
情
報
交
換
会
に
は
、

熊
本
県
交
通
安
全
教
育
講
習
員
は
７
地
区
か

ら
13
名
、
宮
崎
県
交
通
安
全
指
導
員
は
12
地

区
か
ら
24
名
が
参
加
し
た
。

地
区
ご
と
に
、
日
頃
の
交
通
安
全
教
室
で
実

践
し
て
い
る
指
導
方
法
を
実
演
し
て
い
く
と
い

う
形
で
、
情
報
交
換
会
は
進
め
ら
れ
た
。
子
ど

も
に
交
通
ル
ー
ル
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
人
形
劇
や
ク
イ
ズ
、
ホ
ン
ダ
の
交

通
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
あ
や
と
り
ぃ
」
を

ア
レ
ン
ジ
し
た
指
導
方
法
な
ど
が
発
表
さ
れ
た

（
高
齢
者
向
け
に
つ
い
て
は
３
面
参
照
）。

休
憩
時
間
に
は
、
発
表
で
活
用
し
た
ツ
ー
ル

（
教
材
）
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
参
加
者
か
ら
は
「
自
分
の
県
以
外
の
指

導
方
法
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

良
い
機
会
に
な
っ
た
」「
自
分
た
ち
で
は
考
え

つ
か
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
た
く
さ
ん
あ
り
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
」
と
い

う
声
が
聞
か
れ
た
。

閉
会
式
で
は
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全

運
転
普
及
本
部
の
千
葉
英
雄
事
務
局
長
が
「
皆

ら
ス
タ
ー
ト
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
受
講
者
が
、「
ペ
ー
パ
ー
ド

ラ
イ
バ
ー
だ
け
ど
頑
張
り
た
い
」

「
免
許
を
取
り
立
て
な
の
で
運
転
技

術
を
高
め
た
い
」「
公
道
で
は
で
き

な
い
こ
と
を
数
多
く
体
験
し
た
い
」

な
ど
、
各
自
の
意
気
込
み
を
述
べ
た
。

最
初
に
、
日
常
点
検
の
ポ
イ
ン
ト
、

正
し
い
運
転
姿
勢
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
説
明
し
て
い
く
。
そ
の
後
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
で
、
受
講
者

一
人
ひ
と
り
の
「
運
転
習
慣
チ
ェ
ッ

ク
」
を
行
う
。
自
分
の
運
転
に
対
す

る
自
己
評
価
を
評
価
表
に
記
載
。
受

講
者
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
状
況
を

測
定
す
る
機
器
を
搭
載
し
た
ク
ル

マ
で
指
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
走

行
。
走
行
後
、
印
刷
さ
れ
た
測
定

デ
ー
タ
を
も
と
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
、
自
己
評
価
と
の
違
い
を

検
証
し
、
よ
り
安
全
な
運
転
行
動

へ
の
動
機
づ
け
を
行
う
。

次
は
、
凍
結
路
や
圧
雪
路
な
ど

SJ2011年10・11月号（No.448）10月20日発行

７
月
24
日
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交

通
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
名
古
屋
市
が

主
催
す
る
「
ヤ
ン
グ
・
ド
ラ
イ
バ
ー

ズ
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
in
鈴
鹿
（
以
下
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
）」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
日
は
、
市
の
広
報
紙
な
ど
を
通

じ
て
募
集
し
た
名
古
屋
市
在
住
の
若

者
（
18
〜
29
歳
）
を
中
心
に
26
名
が

参
加
し
た
。

名
古
屋
市
が
こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

実
施
す
る
背
景
を
同
市
市
民
経
済
局

地
域
安
全
推
進
課
主
査
の
山
本
道
子

さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
私
た
ち
は
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

交
通
安
全
教
育
・
啓
発
を
担
っ
て
い

ま
す
が
、
教
育
の
場
は
園
・
学
校
や

地
域
が
中
心
で
す
。
そ
の
た
め
、
大

学
生
や
就
業
し
て
い
る
若
者
が
参
加

で
き
る
機
会
が
少
な
い
と
い
う
現
状

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々
の
安

全
教
育
の
機
会
と
し
て
、
夏
休
み
中

の
日
曜
日
に
、
こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

実
施
し
ま
し
た
。
危
険
な
状
況
を
招

か
な
い
運
転
が
安
全
運
転
の
基
本
で

あ
る
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
が

目
的
で
す
」。

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
午
後
０
時
30
分
か

5

現
場
訪
問

若
年
層
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
体
験
を
通
じ
て

安
全
運
転
意
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
機
会

８
月
25
、
26
日
、
熊
本
県
人
吉
市
に
て
「
熊

本
県
交
通
安
全
教
育
講
習
員
・
宮
崎
県
交
通

安
全
指
導
員
情
報
交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転

普
及
本
部
熊
本
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
が
主
催
し
た

も
の
で
、
熊
本
県
お
よ
び
宮
崎
県
で
活
躍
し

て
い
る
交
通
安
全
の
指
導
者
の
方
々
に
情
報

交
換
が
で
き
る
場
を
提
供
し
、
指
導
方
法
の

ホ
ン
ダ
で
は
毎
年
、「
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」（
主
催：

内
閣
府
ほ
か
）
に
あ
わ
せ
て
、

全
国
の
販
売
会
社
（
二
輪
・
四
輪
）、
ホ
ン
ダ

事
業
所
及
び
関
係
会
社

の
オ
ー
ル
ホ
ン
ダ
で
、

秋
の
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
期※

間：

９

●
熊
本
県
交
通
安
全
教
育
講
習
員
・
宮
崎
県
交
通
安
全
指
導
員
情
報
交
換
会

熊
本
県
と
宮
崎
県
の
指
導
者
の
方
々
が

相
互
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

●
ホ
ン
ダ
自
動
車
販
売
店
協
会
東
京
都
ホ
ン
ダ
会

東
京
都
の
ホ
ン
ダ
四
輪
販
売
会
社
が

合
同
で
交
通
安
全
街
頭
活
動
を
実
施

●
名
古
屋
市
ヤ
ン
グ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
in
鈴
鹿

前輪駆動（写真上）と後輪駆動（写真下）、
駆動輪の違うクルマを運転し、挙動の特性を理解する

鈴鹿サーキット国際レーシングコースでの体験走行

情報交換会には熊本県と宮崎県から37名が参加

TOPICS
★

運転する前に最低限は点検してほしいポイントをイ
ンストラクターが説明

「運転習慣チェック」では、測定された客
観的データをもとに自分自身の運転のクセ
を受講者に気づいてもらう

月
１
日
〜
30
日
）
を
開
催
し
て
い
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
９
月
23
日
〜
25
日

の
３
日
間
、
東
京
都
の
ホ
ン
ダ
四
輪
販
売
会
社

合
同
の
取
組
み
と
し
て
、
東
京
都
内
全
域
約
１

１
０
店
舗
の
販
売
店
ス
タ
ッ
フ
（
延
べ
約
６
６

０
名
）
が
、
各
販
売
店
の
最
寄
り
の
交
差
点
や

横
断
歩
道
に
お
い
て
交
通
安
全
街
頭
活
動
を
実

施
し
た
。

主
催
し
た
東
京
都
ホ
ン
ダ
会
会
長
代
行
の
加

藤
和
夫
さ
ん
は
、「
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
提
供
す
る

販
売
会
社
に
と
っ
て
、
お
客
様
や
地
域
の
安
全

に
貢
献
す
る
こ
と
は
当
然
の
責
務
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
回
は
た
っ
た
３
日
間
で
は
あ
り
ま

す
が
、
各
地
区
の
交
通
安
全
協
会
と
連
携
し
、

地
域
の
安
全
を
一
緒
に
守
る
と
い
う
取
組
み
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

活
動
の
意
義
を
語
る
。

街
頭
に
立

っ
た
販
売
店

ス
タ
ッ
フ

（
ホ
ン
ダ
カ
ー

ズ
東
京
西
福

生
店
）
か
ら

は
、「
朝
の
ご

挨
拶
を
す
る

こ
と
で
、
地

域
の
方
と
交
流
が
持
て
て
有
意
義
だ
っ
た
」

「
自
然
と
笑
顔
に
な
っ
て
い
る
自
分
が
い
た
。

今
後
も
定
期
的
に
行
い
た
い
」
な
ど
、
地
域
の

方
々
と
触
れ
合
う
喜
び
を
感
じ
る
感
想
が
多
く

聞
か
れ
た
。
ま
た
、「
信
号
が
変
わ
る
速
度
が

早
く
高
齢
者
の
方
々
が
心
配
」「
子
ど
も
が
多

い
交
差
点
な
の
に
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
ず
進

入
し
て
く
る
」
な
ど
、
歩
行
者
目
線
か
ら
の
ク

ル
マ
の
危
険
性
や
横
断
歩
道
の
重
要
性
を
実
感

す
る
声
も
多
か
っ
た
。

「
交
通
安
全
活
動
を
通
し
て
、
地
域
と
の
絆

づ
く
り
や
ス
タ
ッ
フ
の
成
長
も
望
め
る
。
地
域

へ
の
社
会
貢
献
と
い
う
大
そ
れ
た
建
前
で
は
な

く
、
こ
れ
が
販
売
会
社
と
し
て
の
本
来
あ
る
べ

き
姿
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
も
引

き
続
き
、
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」（
加
藤
さ
ん
）。

販売会社と交通安全協会のスタッフが
一緒に交通安全街頭活動を実施

Honda Cars 東京西
代表取締役
Honda自動車販売
店協会　東京都ホ
ンダ会　会長代行
加藤和夫さん

各々が独自に作成したツールを駆使しながら指導方法を披露
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※Honda四輪販売会社各社については9月10日から開始



が
１
年
間
の
研
究
期
間
を
通
じ
て
展
開
さ
れ
る
。

平
成
22
年
度
ま
で
に
６
県
12
校
で
実
施
さ
れ
、

平
成
23
年
度
は
千
葉
県
と
愛
知
県
が
指
定
県
と
な

っ
て
い
る
。
愛
知
県
で
は
７
月
８
日
、
愛
知
県
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
（
愛
知
県
東
郷
町
）
で
交
通
安

全
指
導
担
当
の
教
職
員
１
７
９
名
を
対
象
に
指
導

者
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
も
講
話
の
後
、

参
加
者
が
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
研
究
協
議

を
行
っ
た
。
テ
ー
マ
は
「
交
通
事
故
の
半
減
を
め

ざ
し
て
」。
愛
知
県
で
は
二
輪
車
通
学
は
禁
止
さ
れ

て
い
る
た
め
、
生
徒
の
自
転
車
の
事
故
や
交
通
ル

ー
ル
違
反
を
減
ら
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
生
徒

の
意
識
を
変
え
て
い
け
ば
い
い
か
、
参
加
者
同
士

で
話
し
合
わ
れ
た
。

自
転
車
教
育
を
き
ち
ん
と
や
る
こ
と
は
、
高
校

生
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
、
亀
田
さ
ん

は
考
え
て
い
る
。「
こ
こ
で
身
に
つ
け
た
考
え
方
が
、

二
輪
車
や
四
輪
車
の
運
転
者
と
な
っ
た
時
に
も
役

に
立
つ
か
ら
で
す
。
教
育
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
自
転

車
の
交
通
ル
ー
ル
を
伝
え
、
そ
の
交
通
ル
ー
ル
が

な
ぜ
存
在
し
て
い
る
の
か
、
生
徒
に
考
え
て
も
ら

う
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に

行
動
す
れ
ば
安
全
な
の
か
、
生
徒
自
身
が
納
得
し

て
理
解
で
き
る
の
で
す
」。

「
高
校
生
は
、
こ

れ
か
ら
大
き
な
夢
を

つ
か
む
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
事
故
の
加

害
者
や
被
害
者
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
の
夢
は
実
現
で
き
な
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
適
切
な
教
育
を
受
け
て
い
れ

ば
、
事
故
に
遭
わ
ず
に
す
ん
だ
生
徒
も
い
る
は
ず

で
す
」
と
亀
田
さ
ん
は
い
う
。

高
校
に
は
交
通
安
全
に
関
す
る
専
門
知
識
を
持

っ
た
先
生
方
が
少
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
交
通
安
全
教
育
は
実
践
す
る
も
の
の
、

警
察
や
自
治
体
に
任
せ
て
し
ま
う
高
校
も
少
な
く

な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
状
況
に
陥
ら
な
い
た
め

に
、
岡
山
県
や
愛
知
県
で
の
研
修
会
の
よ
う
に
、

先
生
方
が
生
徒
の
交
通
行
動
の
実
態
を
見
つ
め
直

し
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
課
題
と
向
き
合
う
必
要
が

あ
る
。
こ
う
し
た
過
程
を
通
じ
て
、
先
生
方
の
交

通
安
全
に
対
す
る
意
識
も
変
わ
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

生
徒
の
夢
の
実
現
の
た
め
に
も
、
教
職
員
は
安
全

教
育
指
導
を
積
極
的
に
進
め
て
ほ
し
い
。

な
い
交
差
点
で
の
一
時
停
止
と
安
全
確
認
の
重
要

性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

こ
の
後
、
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
、
低
速
バ
ラ
ン
ス
、

コ
ー
ナ
リ
ン
グ
の
３
つ
の
課
題
走
行
に
生
徒
た
ち

は
取
り
組
ん
だ
。
参
加
し
た
先
生
方
は
、
教
習
指

導
員
が
生
徒
へ
ど
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

い
る
か
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

研
究
協
議
は
参
加
者
が
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
各
校
で
の
交
通
課
題
と
、
そ
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
取
組
み
が
必
要
か
、

話
し
合
う
。
最
後
に
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
か
ら

「
教
職
員
が
先
頭
に
立
っ
て
生
徒
に
指
導
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」「
生
徒
の
意
識
を
変
え
て
い
く
ロ
ン

グ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
実
施
す
べ
き
」
と
い
う
発
表

が
あ
り
、
研
修
会
は
終
了
し
た
。

「
各
々
の
先
生
方
に
研
修
会
を
通
じ
て
、
今
ま

で
の
や
り
方
で
は
生
徒
の
命
を
守
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
」
と
亀
田

さ
ん
は
語
る
。

「
二
輪
車
通
学
許
可
高
等
学
校
の
生
徒
指
導
担

当
者
研
修
会
」
は
平
成
22
年
度
ま
で
に
18
県
で
34

回
開
催
さ
れ
た
。
亀
田
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
研
修
実

施
18
県
の
５
年
間
の
原
付
事
故
の
死
傷
者
の
減
少

数
を
み
て
い
く
と
、
開
催
の
回
数
が
多
い
県
ほ
ど

減
少
幅
が
大
き
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。

（
財
）
日
本
交
通
安
全
教
育
普
及
協
会
で
は
平

成
20
年
度
か
ら
「
高
校
交
通
教
育
の
実
践
事
業
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
高
校
生
の

交
通
事
故
半
減
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
度
、
全
国

で
２
県
（
県
教
育
委
員
会
）
を
「
高
校
交
通
教
育

の
実
践
事
業
」
実
施
県
に
指
定
。
指
定
さ
れ
た
県

で
は
研
修
会
事
業
と
モ
デ
ル
校
事
業
の
推
進
を
行

う
。
研
修
会
事
業
で
は
、
県
下
の
高
校
の
教
職
員

や
P
T
A
を
対
象
と
し
た
講
義
と
、
日
頃
の
交
通

安
全
教
育
活
動
に
お
け
る
課
題
を
検
証
し
有
効
な

指
導
方
法
等
に
つ
い
て
参
加
者
に
よ
る
協
議
な
ど

を
実
施
。
ま
た
、
指
定
県
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
モ

デ
ル
校
で
は
、
教
科
・
科
目
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活

動
・
学
校
行
事
等
を
活
用
し
た
交
通
教
育
の
実
践

交通安全教育の潮流

技
を
含
め
た
安
全
教
育
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
校
と
し
て
、
許
可
を
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
日
々
生
徒
に
接
す
る
先
生
方
に
交
通
安
全
教

育
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
会
は
、
生
徒
に
安

全
運
転
し
て
も
ら
う
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
先
生
方

に
提
供
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
」
と
話
す
。

９
月
28
日
、
岡
山
県
立
林
野
高
等
学
校
（
岡
山

県
美
作
市
）
で
生
徒
指
導
担
当
者
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
同
校
を
含
む
県
内
18
校
か
ら
19
名
の
先
生

方
が
参
加
し
た
。
研
修
内
容
は
、
原
付
実
技
指
導

視
察
と
研
究
協
議
で
あ
る
。

原
付
実
技
指
導
視
察
は
亀
田
さ
ん
と
、
沼
自
動

車
学
校
（
岡
山
県
津
山
市
）
お
よ
び
倉
敷
自
動
車

教
習
所
（
岡
山
県
倉
敷
市
）
の
教
習
指
導
員
５
名

が
原
付
で
通
学
し
て
い
る
林
野
高
校
２
年
生
64
名

に
実
技
指
導
す
る
様
子
を
集
ま
っ
た
先
生
方
に
見

て
も
ら
う
形
で
進
め
ら
れ
た
。

ま
ず
、
教
習
指
導
員
の
運
転
す
る
四
輪
車
と
二

輪
車
が
交
互
に
生
徒
た
ち
の
目
の
前
を
走
り
抜
け

る
。
そ
し
て
、
亀
田
さ
ん
が
「
速
度
は
何
㎞
／
h

だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
か
」
と
、
生
徒
た
ち
に
問

い
か
け
た
。
四
輪
車
（
50
㎞
／
h
で
走
行
）
は
正

解
の
生
徒
が
多
か
っ
た
が
、
二
輪
車
（
40
㎞
／
h

で
走
行
）
の
場
合
は
、
実
際
よ
り
も
低
く
感
じ
た

生
徒
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。
人
が
感
じ
る
速
度
に

は
個
人
差
が
あ
る
こ
と
、
特
に
四
輪
車
の
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
二
輪
車
を
見
た
場
合
、
実
際
の
速
度
よ

り
も
低
く
感
じ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
生
徒
に
解
説
し
た
。

次
に
、
原
付
に
見
立
て
た
段
ボ
ー
ル
箱
を
50

㎞
／
h
で
走
る
四
輪
車
の
前
に
飛
び
出
さ
せ
る
。

原
付
に
多
い
出
会
い
頭
事
故
の
再
現
で
、
衝
突
時

の
怖
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
と
、
信
号
機
の

前
回
（
８
・
９
月
号
）
の
「
国
の
方
針
」
で
は
、

交
通
安
全
教
育
を
効
果
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
教
職
員
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
重
要
性
を
認
識

し
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
述
べ
た
。
通
学
を
含
む
学
校
内
で
生
徒

の
安
全
を
確
保
す
る
の
は
教
職
員
の
役
割
で
あ
る
。

生
徒
へ
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
、
高

校
の
教
職
員
を
対
象
に
し
た
研
修
を
実
施
し
、
交

通
安
全
教
育
の
指
導
者
養
成
を
担
っ
て
い
る
団
体

が
（
財
）
日
本
交
通
安
全
教
育
普
及
協
会
で
あ
る
。

同
協
会
で
は
、
平
成
16
年
度
よ
り
毎
年
「
二
輪

車
（
主
と
し
て
原
付
）
通
学
許
可
高
等
学
校
の
生

徒
指
導
担
当
者
研
修
会
」
を
全
国
各
地
で
開
催
し

て
い
る
。
同
協
会
の
亀
田
清
人
主
幹
は
、「
二
輪
車

通
学
許
可
高
校
で
は
対
象
と
な
る
生
徒
に
運
転
実
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STREAM 高校におけるこれからの交通安全教育　連載：第4回

指導者養成の現場から★

安
全
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

先
生
方
に
提
供
す
る

高
校
生
に
と
っ
て
の

自
転
車
教
育
の
意
味

生
徒
を
事
故
の
加
害
者
、

被
害
者
に
さ
せ
な
い
た
め
に

生
徒
と
先
生
方
に

気
づ
き
を
促
す

林野高校での生徒指導担当者研修会では、
参加した先生方が原付実技指導を視察した
ほか、グループに分かれての研究協議が行
われた

段ボール箱を使った衝突実験ブレーキング、低速バランス、コーナ
リングの3つの課題走行では教習指導
員が生徒の運転を見ながらアドバイス
を行った

「二輪車通学許可高等学校の生徒指導担当者研修会」および「高校交通教育の実践事業」の詳細については
（財）日本交通安全教育普及協会のホームページを参照。http://www.jatras.or.jp/

（財）日本交通安全
教育普及協会の亀田
清人主幹



高齢歩行者（第1・2当事者）の交通事故死傷者数を法令
違反別にみると、最も多いのは次のうちどれでしょう？

3Q
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危険予測トレーニング（KYT）ーー危険感受性を育てる

あなたは市街地の交差点を横断しています。
対向する左側の車道の信号は青ですが、渋滞しています。

【使用上の注意】

●営利目的での利用はおやめください。

●内容の無断転載、無断改変、一部抜粋

しての利用はおやめください。

●その他、使用に関するご質問はお問い

合わせください。

本田技研工業（株）安全運転普及本部
TEL：03（5412）1736
E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

q少人数のグループをつくります。
w「交通場面のイラスト」を見せ
ながら、意見を出し合います。

eその後、「解答・解説※」を参
考にして、どんなことに気をつ
けて運転すれば良いか再び話し
合ってください。

※「解答・解説」と「交通場面のイラス
ト（カラー・A4版）」は下記SJホー
ムページでご覧いただけます。また
PDFファイルもダウンロード（無料）
できます。

交通事故を防止するためには、路上で出会うさまざまな危険を予測することが大切です。このコーナーでは危険感受性を高めるための題材を
提供します。今回は歩行者に、信号機のある交差点を横断する時の危険について考えてもらうためのKYTです。

第●回23 信号機のある交差点を横断する（歩行者）

○本田技研工業（株）C

○本田技研工業（株）C
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平成22年の歩行中の交通事故死者数は1714人ですが、
このうち高齢者（65歳以上）の占める割合は何％でし
ょう？

？SJクイズ
1Q

高齢者の歩行中の交通事故死者数を事故類型別にみる
と、最も多いのは横断中ですが、その割合は何％でしょ
う？

2Q

※「解答」は8面下。「解説」は下記SJホームページでご覧いただけます。
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/sj/

①約50％　　　
②約60％　
③約70％　
④約80％

①約50％　　　
②約60％　
③約70％　
④約80％

①横断違反　 ②信号無視 ③飛び出し

安全に通過するには、どのようなこ
とを予測する必要がありますか？

このコーナーでは、地域で活躍する交通安全教育に携わる指導者の
方々を紹介していきます。

活用方法

狭山市では15名の交通指導員が市民への交通安

全教育に日々取り組んでいる。平成22年度は幼児、

小・中学生、高齢者等を対象にした交通安全教室を

213回開催し、2万3000人以上に啓発活動を行った。

幼児向けには、オリジナルのパネルシアターや人

形劇などの手法で指導を行っている。主任の朝倉さ

ち子さんは「Hondaから提供していただいたノウハ

ウも、様々な指導の場面で活用しています。特に、

『あやとりぃ　ひよこ編』は音当てクイズなど、子

どもたちの関心を引き付ける工夫があって、たいへ

ん使いやすい教材です。交差点やクルマなどのイラ

ストが子どもの目線に立って描かれているので、見

ている子どもたちにも伝わりやすい」という。

小学生への交通安全教育は自転車指導が中心とな

る。「市内の公立小学校15校で主に3～6年を対象に

自転車指導を実施しています。参加する児童には、

学校に自分の自転車を持ってきてもらっています。

私たちの話を聞くだけではなく、自転車に乗っても

ホンダ　SJ 検索

らい、全員に体験を通じて安全な乗り方を身に

つけてほしいからです。そのため、自転車指導

では1校当たり交通指導員6～8名が担当し、

保護者の皆さんにもお手伝いをお願いしていま

す」と朝倉さんは話す。

さらに、校庭に設定する指導用のコースも、

その小学校周辺の道路環境に合わせて変えるな

ど、担当する交通指導員が工夫している。「画一

的な指導ではなく、できるだけ児童が生活して

いる現場を重視するようにしています。学校の

希望があれば、公道での指導も行っています」。

自転車については高齢者向けにも力を入れてお

り、寸劇による手法を取り入れて指導している。狭

山市交通指導員は埼玉県警察本部などが主催する平

成20年の「交通安全教育技能コンクール県大会」で

優勝した実績がある。その時に発表した高齢者の自

転車事故や飲酒運転の防止をテーマにした寸劇が評

価されたのだ。この時の寸劇をベースに、その地域

で多い自転車事故の傾向などに合わせて、脚本はア

レンジを加えている。また寸劇だけでなく、会場の

近くにスペースがあれば、できるだけ高齢者に自転

車に乗ってもらい、体験できる機会をつくるように

しているそうだ。

「子どもから高齢者まで、自分の安全を自分の力

で守るという基本的な力を身につけてほしいと思っ

ています。それが他の人の安全を守るという意識に

もつながるはず

です」。狭山市

を交通事故が1

件もない市にし

たい、それが狭

山市交通指導員

の共通の願い

だ。

狭山市交通指導員の皆さん
（後列左から）三ツ田さん、朝倉さん、望月さん、鈴木さん、石川
さん、横地さん、折原さん、坂口さん（前列左から）小庄司さん、
大森さん、伊藤さん、窪田さん、福録さん、前田さん、原さん

指導者ファイル●4

体験を重視した小学生への自転車指導

自分の安全を自分の力で守る



そ
こ
で
今
回
は
、
お
彼
岸
の
参
拝
客
が
多
い

地
域
で
の
、
歩
行
者
の
信
号
遵
守
と
左
右
確
認

の
状
況
を
観
察
し
た
。

観
察
場
所
は
、
東
京
・
豊
島
区
の
巣
鴨
駅
前
。

駅
か
ら
３
０
０
m
ほ
ど
の
場
所
に
「
と
げ
ぬ
き

地
蔵
」
で
有
名
な
高
岩
寺
が
あ
る
た
め
、
日
中

は
多
く
の
参
拝
客
で
賑
わ
う
。

巣
鴨
駅
か
ら
「
と
げ
ぬ
き
地
蔵
」
に
向
か
う

に
は
片
側
３
車
線
の
国
道
17
号
線
（
白
山
通
り
）

を
横
断
す
る
。
主
な
ル
ー
ト
は
２
つ
あ
り
、
第

１
ル
ー
ト
は
J
R
巣
鴨
駅
正
面
の
横
断
歩
道
で

国
道
を
渡
る
。
第
２
ル
ー
ト
は
駅
前
ロ
ー
タ
リ

ー
を
横
切
っ
た
後
、
ア
ー
ケ
ー
ド
街
の
入
り
口

に
設
置
さ
れ
た
横
断
歩
道
か
ら
国
道
を
渡
る
。

今
回
の
観
察
は
第
２
ル
ー
ト
で
行
っ
た
。

平
成
22
年
の
交
通
事
故
死
者
数
は
４
８
６
３

人
。
こ
の
う
ち
３
割
以
上
が
歩
行
中
に
死
亡
し

て
い
る
。
歩
行
中
の
死
者
を
年
齢
別
に
み
る
と
、

７
割
を
占
め
て
い
る
の
が
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
で
あ
る
。
重
軽
傷
を
含
め
た
死
傷
者
数
の
過

去
10
年
（
平
成
12
〜
22
年
）
の
推
移
を
み
て
も

２
万
人
を
割
っ
た
年
は
な
く
、
依
然
と
し
て
高

い
水
準
に
あ
る
。

第
２
ル
ー
ト
の
横
断
歩
道
は
２
カ
所
。
Ｂ
地

点
の
横
断
歩
道
に
は
、
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
Ａ
地
点
の
横
断
歩
道
に
は
信
号
機
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
。
白
山
通
り
か
ら
は
随
時
右

左
折
す
る
車
両
が
あ
る
た
め
、
歩
行
者
は
進
入

し
て
く
る
車
両
の
有
無
を
特
に
注
視
し
、
横
断

す
る
必
要
が
あ
る
。

観
察
日
は
お
彼
岸
を
含
む
３
連
休
の
中
日
。

午
前
中
か
ら
多
く
の
参
拝
客
が
駅
前
を
往
来
し

て
お
り
、
観
察
中
に
横
断
し
た
人
数
は
約
１
４

０
０
人
だ
っ
た
。

ま
ず
信
号
機
が
な
い
横
断
歩
道
（
Ａ
地
点
）

で
の
左
右
確
認
状
況
を
、
高
齢
者
と
そ
の
他
の

世
代
に
分
け
て
観
察
し
た
。
進
入
車
両
を
確
認

し
て
渡
る
歩
行
者
が
全
体
的
に
少
な
く
、
特
に

高
齢
者
は
約
８
割
が
左
右
確
認
せ
ず
横
断
歩
道

を
渡
っ
て
い
た
。
反
対
に
幼
児
を
連
れ
た
家
族

で
は
、
両
親
が
し
っ
か
り
左
右
を
確
認
し
て
い

る
様
子
だ
っ
た
。

同
じ
横
断
歩
道
（
自
転
車
横
断
帯
は
無
）
で

車
両
の
歩
行
者
保
護
状
況
に
つ
い
て
も
観
察
し

た
。
１
時
間
の
う
ち
、
白
山
通
り
か
ら
右
左
折

し
た
ク
ル
マ
の
75
％
が
違
反
だ
っ
た
。
歩
行
者

が
少
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
じ
り
じ

り
進
入
、
強
引
に
歩
行
者
を
止
め
て
走
行
す
る

ク
ル
マ
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。

最
も
違
反
が
多
か
っ
た
の
は
自
転
車
。
２
０

１
台
中
１
９
３
台
（
96
％
）
が
横
断
中
の
歩
行

者
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
乗
車
し
た
ま
ま

横
断
歩
道
を
通
過
し
た
。
自
転
車
の
運
転
者
は

自
ら
が
車
両
を
扱
っ
て
い
る
意
識
が
見
受
け
ら
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横断歩道で歩行者の左右確認と
信号遵守状況を観察する
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高齢歩行者は横断歩道で安全確認をきちんと行っているか？

●観察場所／東京都豊島巣鴨１丁目　ＪＲ巣鴨駅前
●観察日／９月２４日（土曜日） ●天候／晴れ
●観察時間／１０：４０～１１：４０　 ●観察者／３名

本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。 次号は２０１１年１２月９日発行予定となります。

高齢者は信号機のない横断歩道で
左右確認を行っているでしょうか？

Q1

★Ｑ１の回答

左右確認を怠ったのは543人中
417人（77％）
信号がない横断歩道を渡った歩行者数

1423人中、935人（66％）が左右確認を行っ
ていなかった。特に高齢者は543人中417人
と、5人中4人が左右確認を行わずに横断歩
道に進んでおり、前は見ているが、横（左右）
に意識が働いていない様子だった。
横断歩道に進入する車両のほとんどは歩行
者保護を行っていなかった。歩行者の途切れ
を見つけて横断歩道に進入するため、あやう
く左折時に高齢者を巻き込みそうになる場面
もあった。
さらに危険だったのが、歩行者と同一方向
に走行する自転車。音もなく、スピードを緩
めることもなく走行するため、歩行者のほと
んどは存在に気づいていなかった。
観察終了後、14時過ぎ。観察地点で高齢歩
行者（女性）と中高年者の乗る自転車（男性）
との接触事故が発生。女性は転倒して首を痛
めたため、救急車で病院に運ばれていった。

れ
な
か
っ
た
。

一
方
、
信
号
機
が
あ
る
横
断
歩
道
（
Ｂ
地
点
）

で
は
信
号
遵
守
状
況
を
観
察
。
違
反
は
高
齢
者

が
３
・
８
％
、
高
齢
者
以
外
が
10
％
。
青
点
滅

時
に
渡
っ
た
高
齢
者
は
４
人
に
過
ぎ
ず
、
無
理

な
横
断
を
避
け
る
安
全
意
識
の
高
さ
が
伺
え
た
。

身
体
機
能
の
低
下
を
自
覚
し
て
意
識
的
に
信

号
を
守
る
反
面
、
左
右
確
認
は
怠
っ
て
し
ま
う
。

一
見
矛
盾
す
る
高
齢
者
の
行
動
だ
が
、「
信
号

が
青
な
ら
大
丈
夫
」「
き
っ
と
ク
ル
マ
は
止
ま

っ
て
く
れ
る
」
と
い
っ
た
思
い

込
み
は
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ

ど
強
く
な
る
よ
う
に
見
え
た
。

こ
う
し
た
点
を
ふ
ま
え
、
横
断

歩
道
で
は
歩
行
者
優
先
を
遵
守

す
る
意
識
と
危
険
予
測
を
と
も

な
っ
た
運
転
が
、
す
べ
て
の
運

転
者
に
求
め
ら
れ
る
。

★
Ｑ
2
の
回
答

信
号
無
視
を
し
た
の
は

５
２
０
人
中
20
人
（
３
・
８
％
）

ロ
ー
タ
リ
ー
の
入
口
か
ら
出
口
ま
で
の
横

断
距
離
は
約
40
m
（
図
参
照
）
あ
り
、
成
人

の
横
断
時
間
の
平
均
が
23
・
６
秒
、
高
齢
者

の
平
均
は
33
・
３
秒
と
約
10
秒
の
差
が
あ
っ

た
。
歩
行
者
用
信
号
は
青
信
号
時
間
が
１
２

０
秒
と
長
い
た
め
、
高
齢
者
で
も
気
持
ち
に

余
裕
を
も
っ
て
歩
け
る
様
子
だ
っ
た
。

観
察
し
て
い
た
１
時
間
に
横
断
歩
道
を
通

過
し
た
人
数
は
約
１
４
０
０
人
。
そ
の
う
ち

４
割
が
65
歳
以
上
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
だ
っ

た
。
高
齢
者
の
う
ち
青
点
滅
で
横
断
し
た
人

数
は
わ
ず
か
４
人
。
ま
た
、
赤
信
号
で
横
断

し
た
16
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
信
号
が
変
わ
っ

た
こ
と
に
気
づ
か
ず
歩
き
続
け
て
い
た
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
た
。

信
号
無
視
を
し
た
高
齢
者
以
外
の
歩
行
者

は
、
た
い
て
い
が
駆
け
足
だ
っ
た
。「
信
号
に

間
に
合
わ
な
い
」
と
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、

あ
え
て
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
た
と
推
測
さ

れ
る
。

Why

歩
行
中
の
事
故
死
者
数
の

う
ち
高
齢
者
が
全
体
の

７
割
を
占
め
て
い
る
！

Advice

高
齢
者
は
横
断
歩
道
で

進
入
車
両
を

ほ
と
ん
ど
見
て
い
な
い
！

A

（SJクイズの解答：Q1③、Q2④、Q3①）

実際の観察から

A

実
際
の
観
察
か
ら

高齢者は歩行者用信号
（青１２０秒・青点滅５秒・赤１５秒）を
守っているでしょうか？

Q2

▼
 ▼
 第 1ルー ト 

第 2ルー ト 
至高岩寺 

JR巣鴨駅 

交番 

片側 3車線道路 

ロ ータ 

A
B

40m

リ ー 

▼
 

▼
 

●平成２２年の歩行中の年齢層別死者数
（構成率）※警察庁資料

15歳以下　2.7％
16～24歳 1.2％
25～29歳 1.5％

30～39歳 3.2％
40～49歳 4.0％

50～59歳　
8.6％

60～64歳　
7.1％

【死者数1,714人】

65歳以上

71.6％

●信号機のない横断歩道での歩行者の左右確認状況 (1423人)

高齢者
高齢者以外
小計

○ × 小計

126（23.2％）
362（41.1％）
488（34.3％）

417（76.8％） 543
518（58.9％） 880
935（65.7％） 1423

四　輪
二　輪
自転車
小計

○ × 小計

42（25.3％）
6（60.0％）
8（4.0％）
56（14.9％）

124（74.7％） 166
4（40.0％）
193（96.0％）

10
201

321（85.1％） 377

●信号機のある横断歩道での歩行者の信号遵守状況 (1365人)

高齢者
高齢者以外
小計

青
信号遵守

青点滅
信号無視

赤

761（90.0％）
1261（92.4％）

500（96.2％） 4（0.7％） 16（3.1％） 520

小計

845
1365

62（7.3％）
66（4.8％）

22（2.6％）
38（2.8％）

●信号機のない横断歩道での車両の歩行者保護状況 (377台)


